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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 令和４年度第２回武蔵村山市自立支援協議会 

開 催 日 時 令和４年１０月２４日（月） 

開 催 方 法 書面による開催 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：椎木 俊秀、倉下 美和子、星 菜々絵 鈴木 正悦、 

馬場 均、栁 清美、須永 美智子、岩瀬 香世、尾亦 圭子、

押田 友紀子、武内 まゆみ、奥下 洋平、髙橋 毅、 

佐々木 久子、小尾 裕美 下河邊 千草、冨田 眞貴子、 

加藤 恭子、田村 充子、溝口 睦子（計２０名） 

欠席者：平田 将太郎 

事務局：障害福祉課長、認定審査係長、認定審査係主事、認定審査係主事 

 

議 題 

１ 議題 

  第六次障害者計画・第七期障害福祉計画・第三期障害児福祉計画（令

和６年度～令和８年度）の策定のための市民意識調査 

 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

議題については、市民意識調査（案）の内容を委員から出された意見を

反映して一部修正する。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

 

 

●会長 

○委員 

■事務局 

１ 議題 

第六次障害者計画・第七期障害福祉計画・第三期障害児福祉計画（令

和６年度～令和８年度）の策定のための市民意識調査 

（１）１８歳未満の方用・・資料１ 

（２）それ以外の方用・・・資料２ 

 

（３）説明資料・・・・・・資料３ 

 

（４）意見用紙・・・・・・資料４ 

 

  郵送による送付 

 

  郵送による意見用紙の提出（２０件） 

  ・事務局案のままで良い １５件 

  ・修正したほうが良い   ５件 

 

委員から提出された意見等 

 

〇アンケートの項目が多く、負担感を感じる方もいるかもしれないため、

アンケートを受け取って困る方がないような配慮が必要だと思う。 

修正案として 

・表紙の「記入にあたってのお願い」をもう少しわかりやすい文章にす

る。 

・このアンケートをどうしたらようかわからない場合に相談するする人

（家族、相談支援事業所、後見人、通所施設職員等）を箇条書きにして

示す。 

・負担が大きい場合には、記入しなくても良いことを明記する。 
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〇アンケート１２－問４５に対して、障害者にとってわかりやすい文書に

工夫してほしい。特に耳が不自由な方は日本語の文章を理解するのに努

力が必要である。専門用語は、誰でも理解できるような書き方を希望す

る。回答期限が短いのでもう少し早く頂ければ有難い。 

 

〇多様性を認める社会（共生社会）となり障害者（児）にとって暮らしや

すい社会になりつつある。アンケートを書くにあたりカタカナ表記の部

分が多くあった。意味を欄外に書いて頂くと保護者も楽に記入できると

思う。 

１８才未満の方のアンケート数は書いてなかったが、どのくらい想定し

ているのか。 

 

〇文字が多く読むのが大変の方もいるかと思う。音声（読み上げ）対応さ

れていただければもう少し楽かと思う（予算的に難しいか）一人でも多

くの方から意見を頂き実態把握し、暮らしやすい町になる事を願ってい

る。 

 

〇設問に答えて問へと飛ぶ箇所が多いが、飛ぶ指示が違うように思われる

個所がいくつかある。再度全体をチェックしたほうがいい。 

 

〇資料１ 

問１８の回答１から問２４へのつながりがよくわからない。 

 問５「部屋の環境」に関する項目を追加できないか。 

 問１０「通院時の交通機関の利用」の項目を追加できないか。 

 問２１「避難訓練」に関する項目を追加できないか。 

 問１９の５「面倒を見てくれる人の衰え」のほうがすっきりする。 

 資料２ 

 問２３の５「面倒を見てくれる人の衰え」のほうがすっきりする。 

問３３「避難訓練」に関する項目を追加できないか。 

 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：  ０  人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課      健康福祉部     障害福祉課    （内線：６４２） 

（日本産業規格Ａ列４番） 

 


